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「復興」とはどうすることなのか



2019年10⽉25⽇まで
意⾒ Comments
募集の改訂草案

⼤規模原⼦⼒事故における
⼈と環境の放射線防護

― ICRP Publica-on 109 と111 の改訂―

Interna'onal Commission on Radiological 
Protec'on

国際放射線防護委員会
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世界から300件以上のうち⽇本
から250件もの意⾒が出てい
る．避難者はじめ放射線被ば
くや放射能汚染の被害者から
の意⾒もあり，ほとんどが草
案の内容を批判している．ど
う反映するのか．



ICRP「⼤規模原⼦⼒事故における⼈と環境の放射線防
護」の草案 参考レベルについて
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「the order of 1mSv per year」緩和

•注意 ⽇本政府は数字しか
使わないので、固定され
る。





「廃炉」とはどうすることなのか

原⼦⼒施設として放射能を
封じこめる機能が壊滅
100年経っても厳重警戒管理を
し続けなければならない．

もう「廃炉」にはならない



核実験や原発事故の
放射能はいまだに
世界中を汚染し続けて
⽣きとし⽣けるものを
脅かし続け，

福島原発の放射能汚染は
もうなくなりはしない



もう帰還」しないと
決めている⼈も多い

どこまで「帰還」させる
つもりなのか







放射能管理とは

汚染があってもなお
⼈々の被ばくの増加を
少なくすること



放射線影響がないとか，他の
影響のほうが⼤きいとするた
めの調査は意味がない．
放射線影響はすでに物理的⽣
物的特性として理論でも実験
でも⽰されており，
⼈の集団を対象とした数々の
疫学研究の結果からも実証さ
れている．
健康被害を進展拡⼤させない
ためにこそ「健康調査」が
必要



政府も専⾨家も
緊急時や

その後の⻑期汚染地域で
やるべきことをやらなかった

ことの検証が
まったくできていない．

「伝承」すべき事実が不明





伊達市、除染の話
だけして

個⼈線量計には
触れない
半澤⽒



伴信彦⽒
（原⼦⼒規制委員

ICRP第４委員会委員）
「⽣活のバランスを
取り戻すのが復興。

公助、共助、⾃助」









ICRPに替わる放射線防護の提案
1. 核被害は核の開発と利⽤を推進して
きた国家に加害者、発⽣者、防護者
としての責任がある。

2. 被ばくはどんなに少ない量でも害が
あるので、避けるか、より少なくす
るのが放射線防護である。

3. 緊急時対応も⻑期汚染への対応もで
きない原発は稼働してはならない。

4. 被ばくと汚染に対処し、放射能を管
理し続けなければならない。



1. 核被害は核の開発と利⽤を推進してき
た国家に加害者、発⽣者、防護者とし
ての責任がある。

•核や原発事故による被害は、国家が核開発
や原発を開始し、その終結を引きのばした
ことによってもたらされた。
•国家が加害責任を認めて、被害への賠償・
補償をおこなうことは、被害を「受忍」さ
せない制度を築き「核を拒否する権利」を
打ち⽴て「平和に⽣きる権利」を保障する
根幹であり、すべての戦争や公害被害に対
する賠償・補償制度への道を開くことにな
る。（被団協「21世紀被爆者宣⾔」をもとに）
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Interna+onal Conference on Recovery A4er 
Nuclear Accidents: Abstract Rejec+on
ICRP Recovery    2020年11⽉6⽇ 4:44        （下線は瀬川）
Dear all, 
要旨を送付頂いたみなさま
Thank you for your submission to the ICRP InternaAonal Conference on 
Recovery aBer Nuclear Accidents. Unfortunately, we have difficulty seeing 
the connecAon between your abstract and the theme of the conference: 
recovery aBer nuclear accidents. As a result, your abstract has not been 
accepted. We hope you will sAll be able to aMend the Conference. 
ICRP 原⼦⼒事故後の復興に関する国際会議に、要旨を提出頂き、あ
りがとうございました。⼤変申し訳ありませんが、提出頂いた要旨
の内容は、本会議のテーマである原⼦⼒事故後の復興に合致致しま
せんでした。このため、本会議での発表をして頂くことはできませ
ん。発表をして頂くことはできませんが、ぜひ、本会議へ参加頂け
れば幸いです。
ICRP原⼦⼒事故後の復興に関する国際会議事務局



To: ICRP Recovery 2020年11⽉16⽇ 10:19 
Thank you for your prepara\on for the ICRP Interna\onal Conference on Recovery 
a^er Nuclear Accidents. I received your informa\on rejec\ng my abstract. You said 
that you have difficulty seeing the connec\on between my abstract and the theme 
of the conference: recovery a^er nuclear accidents.
I have the following ques\ons and requests regarding your men\on. 

1. What does ICRP see as recovery a^er nuclear accidents? For whom, what are 
done and what are in your recovery? Please hold Conference a^er describing 
what Recovery is? 

2. I express in my abstract that we cannot learn from radiological protec\on 
lessons from Fukushima and beyond and recovery does not start if not the 
state recognizes the responsibility for nuclear damage, protects people from 
radia\on risk, prohibits opera\on of nuclear power plants that have no 
appropriate response to emergency and long-term contamina\on and 
manages radia\on exposure and ar\ficial radioac\vity. Is this different from 
your view of Recovery? 

3. Does your difficulty mean the difference between our views? If so, I 
understand ICRP rejects different views. Is this right?



To: ICRP Recovery 2020年11⽉16⽇ 10:19 
ICRP国際会議のご準備、お疲れ様です。
会議での発表に関するお知らせ、ありがとうございます。
提出した要旨の内容が会議のテーマ「原⼦⼒事故後の復興」に合致
しないとのことでした。関連して以下の質問と要望がありますの
で、お答えください。
1． ICRPにとっての復興は何でしょうか？誰にとって、どうするこ
と、どうなることが復興なのでしょうか？「復興」とは何か明らか
にした上で会議をご開催ください。
2．核被害の責任が国あることを明確にして、被ばくの害から防護
すべきところ、緊急時にも⻑期汚染にも対応できていない原発を稼
働させることなく、放射能を管理し続けなければ、原発事故の教訓
にはならず、復興は始まりません。いかがでしょうか？
3． ICRPにとっての「復興」と合致しないのは、⾒解の相違という
ことでしょうか？異なる⾒解を排除するのがICRPと理解しました。
よろしいですね。



「復興」と⾔えば・・・
•⽇本の戦後復興は⽶軍の核戦略とともにあった．
•広島・⻑崎の被爆者だけでなく国が被爆者に認定しよ
うとしない多くの被害者がいる．
•何の補償もなく受忍させられている多くの戦争被害者
もいる．⽇本国外での毒ガス，細菌・ウイルス兵器等
による被害者もいる．
•⾼度経済成⻑下で多くの公害被害者がいる．
•⽶国⽀配のもとで追随した核開発と経済成⻑の路線に
乗っただけの原発における労働者や事故避難者に多く
の被害者がいる．
•加害者である国家が被害者をどのように遇してきたの
か．政府の⾏為によって再び加害が起こることのない
ようにするにはどうするべきか．



ICRP 防護の三原則 の転倒
• 正当化
放射線を使う行為や被ばくの変化をもた
らす活動は、もたらされる便益がリスク
を上回る場合のみ認められる。
放射線防護をせず被ばくの正当化

• 最適化 ALARAの原則 参考レベル
経済的および社会的要因を考慮に入れた
上、合理的に達成できる限り低く保つ
放射線防護をせず最適な被ばくをさせ
る。

• 平常時のみに線量限度の適⽤
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ICRPに代わる放射線防護
• ICRPの防護原則「正当化・最適化」とか「被ばく状況ごとの
参考レベル」では，まともな防護はできない．
•緊急事態だろうと⻑期汚染地域だろうと、法令で「おそれ
があれば」として設定した誰ひとり超えてはいけない個⼈
ごとの被ばく総線量の限度年間1ミリシーベルトはしっかり
維持し，さらに被ばくを少なくするようにしなければなら
ない．
•避けにくい⾃然放射線，必要とされる医療被ばく，これま
での核実験や原発事故による被ばくや⾒えない被ばくもあ
り，追加の年間１ミリシーベルトや⽣涯100ミリシーベルト
はけっして少ないリスクではない．
•賠償・補償のためにも，環境汚染の発⽣者としての責任を
果たすためにも，社会福祉や公衆衛⽣上の政策としての放
射線防護を実⾏するためにも，さらなる低減措置が必要



平均値としてのICRP線量体系
•臓器ごとの1キログラム当たりエネルギー吸収

吸収線量（グレイ Gy）
•吸収（等価）線量の全⾝平均
（臓器ごとに主に広島・⻑崎LSSがん研究に基づく重み付け）

実効線量（シーベルト Sv）
•携帯線量計や個⼈線量計やモニタリングポストも Sv/h 単位
ガンマ線の全⾝均等被ばくだとすれば実効線量を下回らな

い。

ICRPの⾔い訳：あくまで実⽤上、放射線防護のために使う。

実際の被ばくは臓器内も臓器ごとも個⼈も不均等
典型的なのが「⿊い⾬」被ばく



核と原⼦⼒における加害と被害
⼈を守るはずの国家による加害

⼈を守るはずの科学による加害

どっちにしても加害を認めて
責任を果たすにはどうするか


